
2 款 1 項 7 目

17 年度 設定なし

- -
- - - - - - - -
- - - - - -

実施スケジュール
項目 26年度以前 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度以降

5,200 5,200 5,200 5,200 5,200 26,000

向こう5年間の直接事業費の推移

年度
28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 5年間の実績

中学生派遣人数 人 16 16 16 16
伊予市・セーラム国際交流委員会の開催 回 4 4 3 4

項目 単位 26年度実績 27年度予定 9月末の実績 27年度実績

一般財源 9,540 8,732 7,549 8,877

事業活動の実績（活動指標）

財源内訳 地方債 0 0 0 0
その他 1,000 1,000 1,000 100

0
県支出金 0 0 0 0

人件費 1,590 1,608 1,527 1,608
国庫支出金 0 0 0

8,042
補助事業人件費 0 0 0 0

人件費
内訳

人工数 0.20 0.20 0.19 0.20
人件費単価 7,954 8,042 8,042

1,608
合計 0 9,732 8,549 8,977

事業費
直接事業費 8,949 8,124 7,021 7,369
人件費 1,591 1,608 1,528

改善策の
具体的

取り組み

国際交流のありかたについて、市としての今後の展望を示す。

事業費及び財源内訳
項　　　目 26年度決算 27年度予算 9月末の執行状況 27年度決算

事業の目的

市民の国際交流活動の活性化と拡大を図る。

事業の内容

国際交流活動を行う団体が実施する外国人と住民の交流・国際理解・国際協調を推進しようとする事業に対し
て補助金を交付する。

改善策の
具体的

取り組み
（当初）

セーラム市との経済交流について、伊予市国際交流委員会による実現可能性を検討する。

事業の対象 伊予市・セーラム国際交流委員会

根拠法令等
伊予市国際交流事業支援補助金交付要綱

予算科目

総合計画での位置付け
教育・文化・スポレクの振興〜うるおいと生きがいのひとづくり〜
文化の振興

事業の性格 内部管理事務
実施期間 【開始年度】 平成 【開始年度】

所管課情報 担当課： 総務企画課 電話番号（内線）：

平成27年度事務事業評価シート
該当事業（評価対象外事業は基本情報のみ記載）

一般事務 公共建設事業 評価対象外事業

650
記入者情報 所属長： 坪内 圭也 担当責任者： 高橋 洋司

事務事業名 交流促進事業



3二次評価
（所属部長）

一次評価結果のとおり事業継続と判断するが、以下の課題を新たに追加する。

意見、課題
現在事業としては、市内の中学生がアメリカオレゴン州セイラム市でホームステイする事業のみである。
今後事業の拡大が見込めないのであれば、国際交流事業としての位置付けを見直す必要がある。

課題認識

国際交流活動を実施、外国人と住民の交流・国際理解・国際協調の推進を図ることを目的に、伊予市・
セーラム国際交流委員会に補助する事業。主には、次世代を担う中学生を対象にオレゴン州セーラムと
の都市交流を推進するために、海外派遣事業を実施しており、一定の成果を得ている。

二次評価

B成果向上の可能性 4
施策への貢献度 3

効率性
手段の最適性 4

Bコスト効率

課題認識

事業費の削減や対象とする派遣生の枠の拡大など、事業の見直しに向けた検討に着手した。しかしなが
ら、懸案の経済交流を含めて、具体的な成果を得ることはできなかった。

一次評価

一次評価
（所属長）

妥当性
目的の妥当性 4

B

3
受益者負担の適正 4

施策への貢献度 3

市民ニーズへの対応 4
市の関与の妥当性 3

有効性
事業の効果 3

自己評価

自己評価
（担当責任者）

妥当性
目的の妥当性 4

B市民ニーズへの対応 4
市の関与の妥当性 3

効率性
手段の最適性 4

Bコスト効率 3
受益者負担の適正 4

有効性
事業の効果 3

B成果向上の可能性 4

目　　標 3 3 3 3
実　　績 4 4 0 0

成果指標

成果指標
伊予市・セーラム国際交流委員会（事業部会含む。）の開催回数

指標設定の
考え方

本市の国際交流事業の方向性等について検討を行った結果、オレゴン州セーラムとの将来的な友好都市の
締結も視野に入れた継続的な交流活動を目指すことと決定したため、当該活動の推進団体である国際交流委
員会を設立し、協議・検討を行った回数を指標に設定した。

区分年度 26年度 27年度 28年度 目標29年度



3
経営者会議の最終判断

事業の方向性
下記の点を見直しの上、継続する。

意見、課題

二次評価の内容を踏まえ見直すこと。

行政評価委員会の答申

外部評価
（行政評価委員会）


